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論文内容の要旨

本論文は，鉄筋コンクリート(以下RC と略記)部材の常時荷重(特に持続荷重)下におけるたわみやひび割れ等

の使用性能に関する挙動プレストレスト鉄筋コンクリート(以下PRC と略記)部材の簡便なひび割れ幅制御設計

法およびPRC合成部材断面の応力計算法に関するものである。

本論文は 9 章から構成されているO

第 l 章は研究の背景と目的を述べているO

第 2 章では持続荷重下の付着クリープ特性を解明するため，ひび割れが生じている梁の引張部を想定した RC プリ

ズム両引試験体の持続載荷試験を行い，鉄筋ひずみや端部すべり量の経時変化などを調べるとともに，持続荷重下に

おける付着応力~すべり関係を求めそのモデル化を行い，モデルの妥当性を既往の実験結果の付着解析によって検

証しているo

第 3 章では RC片持ちスラブや梁，および両端固定の部材においては定着部からの鉄筋の抜け出し量を算定するた

め，曲げ材の両端に異なる曲げモーメントが作用した場合の付着解析モデルを提示し，それを用いた RC 引張材の一

般的な付着解析法を誘導している。

第 4 章では， 2 シリーズ 6 体の片持梁の持続載荷実験を行い，その端部鉄筋の抜け出しによるひび割れ幅およびた

わみの増加に対する影響を調べているo また前章に提案した付着解析法を用いて，鉄筋ひずみ分布および端部鉄筋

の抜け出し量を解析し端部ひび割れ幅および鉄筋の抜け出しによる付加たわみを計算している。

第 5 章では，スラブの軸方向収縮を考慮した両端固定の RC スラブにおける端部筋の抜け出しによる付加たわみ計

算法を提案し，さらに，コンクリートのクリープ，新旧コンクリートの収縮差を考慮することによって PRC合成ス

ラブの長期たわみ計算法を検討しているo また，二つの合成スラブの持続載荷実験を行い，持続荷重下におけるたわ

みの増大状況を把握するとともに端部上端筋の抜け出しがスラブ端部のひび割れ幅および長期たわみの増大に対す

る影響を調べ，提案した計算法の適合性を検証している。

第 6 章では，付着クリープおよびコンクリートの乾燥収縮のひび割れ幅の増加に対する影響に注目し，付着理論に

基づいて圧縮側コンクリートのクリープ，付着クリープおよびコンクリートの乾燥収縮が考慮できる長期ひび割れ幅

の計算式を誘導しているo また， RC単純支持はりの持続載荷実験を行い，持続荷重下におけるひび割れ幅やたわみ

の増大について考察し提案した長期ひび、割れ幅の算定法の適合性について検証している。



第 7 章では，近年普及してきた PRC部材に対しひび割れ幅と仮想引張応力度との関係を計算し，仮想引張応力度

によるひび、割れ幅制御設計の可能性について検討しているo

第 8 章では，ひび割れの生じた PRC合成部材断面のコンクリートや鋼材の応力計算法を示すとともに，数例の部

材について応力計算を行い，プレストレス量と鉄筋応力との関係などを考察し，また，簡便に計算できる応力中心距

離の略算値を用いる簡単な略算法も提示しているo

第 9 章は第 2 章から第 8 章までに得られた結論をまとめているo

論文審査の結果の要旨

近年，構造設計法は限界状態設計法に移行しつつあり，日本の RC構造の分野においても長期応力下の使用性能

に対する限界状態設計法が検討されているo 初載荷時の曲げ性状については多くの研究がなされたわみやひび割れ

幅の算定については，既に多くの式が提案され，設計に用いられているo しかし，たわみやひび割れ幅の使用性能を

左右する常時荷重は長期間にわたって持続作用するが，持続荷重下の挙動については十分な資料が得られていなし、

本論文は，コンクリートと鉄筋間の付着の時間依存挙動を実験によって把握し，持続荷重下における RC構造のひ

び割れ幅とたわみの増大要因を解析し，それらの実用的な算定式を誘導しているo また， PRC部材の簡便なひび割

れ幅制御設計法およびPRC合成部材断面の応力計算法を提示している。その主な内容を要約すれば次の通りである。

(1) ひび割れが生じている梁の引張部を想定した RC プリズム両引試験体の持続載荷試験を行い，鉄筋ひずみや端部

すべり量の経時変化などを調べ，今までに明らかにされていない持続荷重下の付着クリープ特性を解明するととも

に，持続荷重下における付着応力~すべり関係を求め，そのモデル化を行っているo

(2) RC片持ちスラブや梁，および両端固定の部材の定着部からの鉄筋の抜け出し量を算定するため，曲げ材の両端

に異なる曲げモーメントが作用した場合の付着解析モデルを用いた RC引張材の一般的な付着解析法を誘導してい

る。

(3) 片持梁の持続載荷実験を行い，長期たわみ，特に端部鉄筋の抜け出しによるたわみの増加量をより的確に把握し，

また，提案した付着解析法を用い，計算した端部ひび割れ幅および鉄筋の抜け出しによる付加たわみを実験結果に

より検証している。

(4) 両端固定の鉄筋コンクリートスラブの端部筋の抜け出しによる付加たわみ計算法を提案し実大の合成スラブの

持続載荷実験により，持続荷重下におけるたわみの増大状況を把握するとともに，提案した計算法の適合性を検証

している。

(5) 付着理論に基づいて圧縮側コンクリートのクリープ，付着クリープおよびコンクリートの乾燥収縮が考慮できる

長期ひび割れ幅の計算式を誘導し， RC単純支持はりの持続載荷実験により，その適合性を検証しているo

(6) 近年，普及してきた PRC部材に対し，ひび割れが生じた後もひび割れが生じていないとして計算されるコンク

リートの縁応力(仮想引張応力度と呼ばれている)でもってひび割れ制御設計を行うための仮想引張応力度計算式

を提案している。

(7) プレキャスト単体時の荷重による応力と合成断面完成後の荷重による応力を重ね合わせることができない PRC

合成部材断面のコンクリートや鋼材の応力計算法および簡単に計算できる応力中心距離の略算値を用いる簡便な略

算法を提案している。

以上のように，本論文はコンクリート系部材の持続荷重下における基礎性状を解明するとともに，端部筋の抜け出

しによる付加たわみを含む長期たわみおよび長期ひび割れ幅の算定式を誘導・提案し PRC部材の仮想引張応力度

によるひび割れ幅の制御設計法およびPRC合成断面の応力計算法を提案して，コンクリート系部材の使用限界状態

設計法の確立のための重要な知見を数多く与えており，建築構造工学に寄与するところ大であるo よって本論文は博

士論文として価値あるものと認める。
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